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富士砂防だよりキ! h~ll 句三 9Rln

大
正
八
年
八
月
十
六
日

富
士
中
道
大
理
大
行
成
就
配
色
写
真

(
大
沢
体
泊
所
所
有
者
中
村
氏
慢
供
、

大
沢
暁
谷
部
三
の
遁
付
近
}

宮
土
山
の
中
腹
、
五
合
目
付
近
を
ぐ
る
り
と

一
周
す
る
「
御
中
道
」

は
、
大
沢
崩
れ
の
越
し
場
が
道
中
忌
大
の
難
所
で
し
た
.
石
滝
と
呼

ば
れ
絶
え
ず
崩
壊
し
落
石
を
繰
り
返
し
て
い
る
た
め
で
、
崩
岐
に
伴

い
地
形
が
変
わ
り

「一

の
舷
」
か
ら

「二
の
越
」
「
三
の
越
」
へ
と

越
し
場
も
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は

「三
の同時
」
も
左
岸
の
渓
停
が

流
出
し
、
遭
難
者
が
出
た
後
は
昭
和
白
年
よ
り
通
行

H

禁
止
の
惜
凶
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
沢
の
右
岸
問
際
に
建
つ
の
が
大
沢
休
泊
所
、
通
称
「
お
助

け
小
屋
」
で
、
社
殿
が
僚
に
並
び
ま
す
@
昭
和
臼
年
よ
り
大
沢
休
泊

所
も
閉
じ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
幻
年
か
ら
始
ま
っ
た
源

頭
部
調
査
工
事
の
作
業
員
の
避
難
所
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
今

年
6
月
、
所
有
者
中
村
安
彦
氏
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
社
殿
内
部

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
あ
っ
た
大
正
時
代
の
写
真
を
紹

介
し
ま
す
。

a
司
三
位
陣
栓
副
司
和
十
年
頃
の
絶
叫
Mv
e
よ
り

、
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も

..和'0年頃の中道大3・蜜{お助け小恩}
で売られていた組(~IJI~きです

tI 

掴E4 』 @小・a・・盤ゐここ" スバル矛イz五合
回u.喝のところにあり 量山者の安全
祈闘をし事ず小・"" 現在の富士山の
織と".た火山です

，~ 

て芳I
.大沢右岸側の幌高'.-に

めるだるま.，‘.. ぉ動
"小屋Jからa・・""..ると
自の削にそび・・.，ていま
す 手前に立ヲている費山
奮が小さ〈見えます.

• 
見
る
で

hv

い・
か
て
康

闘
い

6

・
再
編
少
る

左
の
れ

の
魯
涜

沢
山
が

ヌ
璽
這

の
石

ず

a'ま
で
・
信
事

岨
咽

h
H

・
レ

司P

..玄山の繭葡側1:'，
淳梱です谷とa
e横切ら4なけれt
危険'"・Mです

。大;R左側厚備に".
る"'...ですr.切不動'"と
も時'"れ右雌
のだるu.より
蔵標高にめりa
す

‘・*"石濁の金規
::1<:Rの虚し喝の
@摩郡から珊よ
方面を畢たもの
です- の鯛.に、... ‘n 
が貝えます 谷

底'"'耐湿した港
型が槽禍してい
撃す



土
の
有
湖

建局!

郁23号 (3) 

大
沢
扇
状
地
で
は
.
大
島
に
発
生
す
る
建
設

発
生
土
の
円
滑
か
つ
有
意
義
な
利
用
を
図
る
た

め
、
静
岡
県
砂
防
諜
長
(
現
砂
防
統
指
監
)

を
長
と
す
る
菌
、
県
、
協
士
宮
市
の
関
係
者
に

よ
る
「
大
沢
川
扇
状
地
堆
積
土
砂
処
理
等
協
議

会
」
を
昭
和
臼
年
よ
り
般
置
し
.
砂
防
及
び
河

川
工
事
等
の
資
材
、
道
路
や
宅
地
等
の
盛
土
材

全
土
地
改
良
事
業
の
基
盤
材
、
地
方
公
共
団

体
施
設
等
の
磁
土
等
へ
の
利
用
に
よ
る
地
域
へ

の
活
性
化
等
、
効
果
的
な
事
業
執
行
を
図
っ
て

い
ま
す
.

富士砂防だより

大
沢
扇
状
地
の
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
、

道
路
路
体
材
や
埋
良
材
と
し
て
良
質
で
あ
る
こ

と
が
儲
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
利

用
が
あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
.
そ
の
理
由

と
し
て
、
厳
大
粒
径
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
転

圧
作
業
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

平成J1作9月 1日

鼠
近
で
は
汎
用
性
の
高
い
自
走
式
の
破
砕
機
や
、

ふ
る
い
分
け
機
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

土
砂
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
.
こ
れ
ら
の
機

械
を
利
用
し
た
粒
度
制
盤
を
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
.

町 . 守・..'. 

有
抑
制
用
の

果

発

生

，.削破除ふるい分付伏"

省
資
源
と
環
境

太
沢
扇
状
地
の
住
設
発
生
土
は
、
こ
れ
ま
で
購

入
材
に
頼
っ
て
い
た
資
源
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ

り
.
こ
れ
ま
で
供
給
元
で
あ
っ
た
土
取
喝
を
開
削

す
る
必
要
が
な
く
‘
省
資
源
化
と
環
境
負
荷
の
削

減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
.
今
後
も
「
資
源
循
環
型

社
会
」
の
憐
築
を
目
指
し
ま
す
.

凶
岡
回
同
州
同
岡
国

広
域
的
な
観
点
か
ら
道
路
や
公
共
施
設
の
敷
地

盤
帥
刷
、
養
浜
材
等
の
建
設
発
生
土
の
利
用
に
よ
り
、

砂
防
施
設
の
貯
砂
機
能
を
回
復
さ
せ
、
下
流
域
の

安
全
を
は
か
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
地
域
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
世
界
女
千
ノ
フ
ト
ポ

l
ル
選
手
権

大
会
の
会
場
と
な
っ
た
県
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

棋
盤
材
、
高
齢
附
若
保
健
福

M
計
画
に
基
づ
く
芝
川

町
特
別
長
護
老
人
ホ
l
ム
の
基
盤
材
、

ak川
5

A
の
終
術
事
業
、
朝
霞
地
区
遣
の
駅
整
備
事
呆
、

静
岡
県
企
業
向
に
よ
る
定
地
造
成

F
業
や

L
業
同

地
の
法
盤
材
、
直
上
山
こ
ど
も
の
園
整
備
事
業
、

官
上
市
大
淵
公
悶
整
備
事
業
、
(
社
)
建
設
機
械
化

研
究
所
に
よ
る
試
験
盛
上
、
(
財
)
富
士
教
育
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
建
設
機
械
情
修
川
上
砂
等
広
域
的
な

悦
点
か
ら
制
械
的
な

k
砂
利
附
を
促
進
し
て
お
り
、

住
み
よ
い
町
、
豊
か
な
岱
ら
し
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
熊
業
活
動
や
経
湾
市
動
の
関
連
作
用
の
品
発
に

つ
い
て
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す



大
沢
扇
状
地
の
堆
積
土
砂
の
利
用
状
況
を
図

平
感
8
年
直
の
「
富
士
ハ
ト
シ
ス
テ
ム
ヘ
平
成
9
年
度
の

『第
2
回
富
士
山
へ
の
手
紙
・絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
続
き
、

河
川
部
門
で
『
金
書
貝
」

@

也
投
書
官
l
砂
防
工
下
が
殉
所
と
消
抽
w
l
官
-b防

所
に
よ
る

、砂
防
犯
・
草
と
地
内川
引
業
の
連
融問
。
が
コ

ス
ト
縮
減
、
辿
設
リ
サ
イ
ヲ
凡
推
進
な
ど
効
率
的
な

明
主
と
し
て
討
価
さ
れ
、
全
住
貰
』

(
河
川
部
門
)

を
受
賞
し
た
.

全
法
賞
と
は
全
日
本
建
設
校
術
協
会
の
主
催
で
、

雄
投
妓
術
関
係
者
の
技
術
水
唱
の
向
ト
な
ど
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
貰
で
、
平
成
叩
年
度
、
全
国
の
事
業

主
体
八
十
七
憐
関
か
ら
二
百
三一
1
1
2
事
業
の
応
募
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
九
部
門
五
卜
五
事
が
選
定
さ
れ

た
.

前234-(4) 

に
示
し
ま
す
。
従
前
は
厳
寄
り
の
土
地
改
良

四
場
整
備
へ
の
利
用
が
主
で
し
た
が
，
近
年
で

は
建
設
発
生
土
の
当
面
の
運
用
に
つ
い
て

m
k

3・燦，.汲材}としての利用

m
の
範
囲
内
で
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
範
閣
の
広
域
化
と
.
破

砕
‘
ふ
る
い
分
け
に
よ
る
粒
度
調
整
に
よ
る
利

用
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
.

10 (年度)

富士砂防だより

9 2 3 4 5 6 7 8 

建観発生土現況利用故現図(平成元年以降)

. その他
{砂防工・等資材 民間銀取得1

・圃 道路臨土紛
{工事咽道路、県辺、市道毒事)

. 公終結飯事与盛土伺(老人ホーム、ソフトポ
ル喝、子供の園 教育センター軍事)

. 鍵浜"

「砂
防
事
業
と
海
岸
事
業
の
連
構
」
は
、
富
士
山

大
沢
扇
状
地
の
遊
砂
地
な
ど
の
砂
防
設
備
に
捕
従
地

積
さ
れ
た

L
砂
を
除
石
し
、
破
砕
.
ふ
る
い
分
け
等

上
質
調
整
を
行
い
、
富
士
海
岸
の
侵
食
対
策
事
業
と

し
て

k
m町
擦
な
量
浜
て
に
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
.

両
事
業
が
述
憎
す
る
こ
と
に
よ
り
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

{
新
村
の
購
入
費
.
理
凪
町
内
町
符
)
を
約

ω出
縮
減
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
.
ま
た
悠
投
売
牛
上
を
海

岸
の
葺
浜
に
有
効
活
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
惟
進
に
も
寄
与
す
る
事
主
で
あ
り
、

住
設
事
業
の
効
中
的
な
執
行
と
い
う
観
点
で
高
く
却

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
.

巨石刺繍状況{摘の窪綴織}

I:l 土地法良圏1111理

. ストックヤード海

半成(1年9月 1日

吋}

4∞"" 

5問.

叩

抑

制

叩

用
遠
別
除
石
量

o 

3ぬ""

IIJJJlll 



第22号 (71

第
引
回
国
土
建
段
週
間
に
お
け
る
表
彰
者

《
優
良
工
事
施
工
者
》

O
工
事
名
/
平
成
九
年
度
富
士
山
須
神
第
l
砂
防
ダ
ム
工
事

施
行
業
者
名
/
株
式
会
社
中
村
組

《
優
良
技
術
者
》

O
工

事

名

/
平
成
九
年
度
弓
沢
沈
砂
地
工
工
事

施
行
業
告
名
/
株
式
会
社
早
野
組
中
部
支
庖

妓

術

者

名
/
現

場

代

理

人

筒

井

聡

一

富士砂防だより

事
務
所
長
点
彰

平成11年 9111日

《優
良
工
事
施
工
者
》

O
工

事

名

/
平
成
十
年
度
富
士
山
源
頭
部
調
査
工
事

施
行
業
者
名
/
大
旺
建
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
宿

《
安
全
工
事
施
工
者
》

O
工

事

名

/
平
成
十
年
度
官
土
山
旗
頭
部
調
査
工
事

施
工
業
者
名
/
大
旺
盛
設
株
式
会
社
名
古
屋
支
底

O
工

事

名

/
平
成
九
年
度
富
士
山
須
棒
第
l
砂
防
ダ
ム
工
事

施
行
業
者
名
/
綜
式
会
社
中
村
組

O
工

事

名

/
平
成
九
年
度
弓
沢
沈
砂
地
工
工
事

施
行
業
者
名
/
株
式
会
社
早
野
組
中
部
支
庖

《
優
良
業
務
請
負
者
》

O
業

務

名

/
平
成
十
年
度
富
士
山
大
沢
川
源
頭
部
錨
設
計
画
検
討
業
務

施
工
業
者
名
/
住
鉱
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
名
古
屋
支
底

《
イ
メ
ー
ジ
7
yプ
施
工
事
》

O
工

事

名

/
平
成
十
年
度
富
士
山
大
沢
第
7
床
図
工
除
石
工
事

胞
工
業
者
名
/
小
松
建
設
工
業
掠
式
会
社
中
部
支
庖

富士山須主・..，砂防ダムエ・

弓沢沈砂地工工・

富士山海銀"'.査工・

富士山大沢11'床面工除石工.



費123号 (5)富士砂防だより平成JI年9~ 1日

-
事
官
官
布
布
惜
の
国
帯
-3
1
1
グ
l

山
村
レ
イ
コ
芯
ん
今

冷

一
目
事
務
両
長

f

19聞の啓蒙運動を実施 (lJJi1-6 3.  

一眼I~して.人命や六切な倒産を.い取ってしまう土砂災害
土石ilil・地すべり.f!け織れ}は今年考会園で礎笠しています。

調査贋踏圃より脱喝を畳け、虫載帽Ell置置老人ホ ム「しらいとJ白筋問

「土石流財箪由観鴫をしまし~J

富士山について.日本の富士山.

世界の富士山でな〈宇宙の富士

山ぐらいに思っていますが、富

士山の厳しさ‘火山の厳しさとい

うのは私たちの気持ちがでているも

〉だと思います.それを受け止めていくことは‘すぱ

コしい仕事だと患います.

これがもっと楽しいものになればいいと思います.

SA匝ココミコニテイホール「あまつぼめ」由ズープン

フー手ゃ~/~Ilæl(!~ o!l<=; 

よ
井
出
保
育
園
園
児
刊
名
の
皆

さ
ん
と
一
緒
巴
濁
井
川
流
路
土

在
庫
へ
花
の
笛
を
備
え
ま
し
た
。

「あまつば酌」巴島れ~15々花植え由ょう，



平成11年9月 1日 富士砂防だより 第四骨 (6) 

|ttJωん心で，巧ごはWUfi止砂災害防ヰ

凶E)tÐO)画面う~è~めO) illl lIIも"8心ê事1(;:!土砂災害(;:!対しと

0)符司Eも汚いまし~.

-キ守Lベ-e

富士宮駅前

西宮士料童所出口

1)0;ワェヌ手<円Il
qqし"，a;ずず

6/q 

6/18 

6/'20 

幡岡市/青草公園シンボルロ ド

1~~/LIi 
6/(J.-6/1 1 

新富士駅ノヨテ ジョンプラザ Fuij

つ!:"Pザミーー・
つ/宮 l

岩樋終臨部Eて、陸軍して生血していEフジ?ザミE
50町n問調を目'!i:k:唖植を行いましt!. ボランテイア



第23<}(8) 富士砂防だより平成11年9JlI日

.全曲_.. 償訴圃・a・・・
担念・.について

応募要項あな定の心を富士山へ
・手紙鱗門
応軍置格小学生以上白万1O5ど砿Eでも応揮で

I!ま~.
作品規格ー人 1点{釆尭韮由も由)ハガキ400

亨以内

富士宮荷役所定おいて、l1!1回実行岳員会〈量良昌 ・

遭辺健富主宮'"畏)11行ねれ、 E念行・∞E十Eが決ま

りましI:!.
(j)1G念式典 シンポジつム/
平成 11$.11月17日{水}富士宮市民文化会館

@大沢刷nと11<1>道寛学会川箇}
l1!1且 7月22日実!ll -絵部門

応車置格 どなEでも応算できまマ.
作品現格 人 1点、未発墨田芳リジナル作晶E

限ります.画材や喪現方法巳制限国あ
りま世んが、ヲレヨン起と他田作畠E
活写畠それ由串る画材Ia:ご配慮下さい.
局総日四つ切を世用して下さい.

審査貧特C~ぐれE作品Eλ賞作品として衰・6しま曾.
書量豊買贋村組証醜'作家〉

応事期間平成11年7月 1日時ト9月16日(木)
(当日調印有期}

応車先 〒418.8601静岡県富士宮市弓沢町150
番地
富士宮市叡膏聾圏全学枝被商担
富士山へ由手紙睦コンヲール.務局

憧富士宮市・富士宮F匹敵膏壷皿金
(社}富士宮青年金温所・直観省富士砂
防工事・8所
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。ス-注文旭ヲィ1つ;;f-ク/平成11を.8月23日(月〉
@工事潰工式
@奮主山ぐるっと360直/平成l1a:9月11.....12日

『舎芥通事さんと学3富士山の自然と樋笠」_"I聖蹟.211資l&/・冨主山頂"3回以上@笠置経届貨のある
方鍵圃担方(1日8開局程度の山行巴猶えられる
人〉ー高級笠以上(定貨100舌}

.合唱所/1'M7 却斯富士駅 1>M7 四富士宮駅
積坦・所/山.~県個五含自

多1脂質ノ10，1曲 0円{宿泊..a鱒、保険料}

行恩/野砲即25km(2日間)
申込み方ffi/往復ハ刀寸また隠FAX'"住所電話醤耳

氏名・年齢富士山@蜜1II1!ii1l"をE入して9月68
{同)までE富士砂Ii¥工..務所富士山崎係ヘ0し

込んで下さし、.，，<1>、 t菩メー10でも受付司.

。富主山田大沢崩れを守り、美し凶富士山を守って下さいε

富士山E閉する、砂防工事大沢盟状地陪石工・をもっと

毒手して下さるようE覇ゐま.;.

<>自然と申闘い、大E忽・Jis曹し盟します.御苦骨白繊手

「新車工J田H+)レ贋Eて拝見忽しました.圃会耳育n
ぱ量非現地由作業見学担し芝く事じま診。自然巴やさし

いと云う刀、自黙を踊曲ることを橿力由える昂巴瞳柑や

工活由開尭在進曲忽がら由治山、益々置彊って下さし、。

・山E砂町'7ム、理Eテトラポット、こ由栂辰吉fる櫨忽現

在由在り万、矛軍を困じさまぜんか.

j魚業4・E抽由と守奇問題点田幸山と思いま~ '7ム由膏

拍貯水量由."，からも、鴻酔E依る鍵浜Ia:手来まぜんか.

広報民自聖書の声色、

{向圃642. Jl. 1~35 1) 

{お聞い合ぜ先〉

・建E量省富士砂防工事事務所

司1"418-0αl4飾開銀富士宮市三・平11∞

τ定L田 ... ・27-5221

・富士宮砂防出張所

18-0103僻岡康富士富市上持出8261
TEL国判 54<l'236

インターネ


